
MY
VISION

no. 73

日・ASEAN､
21世紀のパートナーシップへ

わたしの構想
2024. 8

Expert Opinions

About this Issue

紀谷昌彦
ASEAN日本政府代表部 大使

渡辺哲也
東アジア・アセアン経済研究センター 事務総長

竹内純子
NPO法人国際環境経済研究所 理事・主席研究員

町井健太郎
東アジア・アセアン経済研究センター スタートアップ・エコシステム担当マネージャー（日本貿易振興機構から出向）

山田美和
日本貿易振興機構アジア経済研究所新領域研究センター 上席主任調査研究員

東 和浩
NIRA総研 理事／株式会社りそなホールディングス シニアアドバイザー

企画に当たって

識者に問う

近年、ASEAN経済は急成長を遂げ、
日・ASEANのパートナーシップの再構築が急務となっている。
これからの日・ASEAＮの協力のあり方を探った。
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日本と ASEAN の協力の歴史は長

い。昨年は友好協力 50 周年を祝賀

する特別首脳会議が開催された。し

かし近年、ASEAN経済は急成長を

遂げ、また国際環境は大きく変化し

ており、日・ASEANのパートナー

シップの再構築が急務となっている。

これからの日・ASEANの協力関係

はどのようなものであるべきか。

その具体的ビジョンを描くべく、各

分野の第一線の識者にお話を伺った。

日・ASEAN、
21世紀の
パートナーシップへ



ا
ը
に

た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
二
一
世
紀
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ

―
友
好
協
力
五
〇
周
年
の
先
を
共
に
創
る

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
／
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

౦

ߒ

ࡢ
年
ớ
二
〇
二
三
年
Ờ
は
「
日
本
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ớ
東
ೆ
ア
ジ
ア
ॾ
国
連
合
Ờ
༑
好
協
力
ޒ
〇
प
年
」
の
અ

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
「
๏
に
基
づ
͘
ட
ং
」
が
、
力
に
よ
る
現
状
ม
ߋ
へ
の
懸
念
に
よ
り
強
い
༳
さ
ぶ
り
を
ड
け
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
取

り
ר
͘
国
際
社
会
が
大
き
な
ม
動
期
に
あ
る
と
い
う
点
で
、
特
ผ
な
ҙ
ຯ
を
持
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ॾ
国
は
、
中
立
と
ۉ
ߧ

を
も
っ
て
ࣗ

ੑ
を
確
保
し
、
地
域
の
҆
定
と
経
済
的
な
ϝ
リ
ッ
ト
を
強し

た
たか
に
ڗ
ड
し
て
き
た
。
そ
の
݁
Ռ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
ڊ
大
な
経

済
ݍ
を
ܗ
成
し
、
国
際
的
な
ଘ
ࡏ
ײ
を
ߴ
め
る
こ
と
に
成
ޭ
し
た
。
し
か
し
ಉ
時
に
、
米
国
・
中
国
の
対
立
や
イ
ン
ド
の
ٸ
成
長
が
ア
ジ

ア
を
主
な


と
し
て
ల
開
さ
れ
る
中
で
、
国
際
社
会
の
不
҆
定
さ
や
大
国
ؒ
の
対
立
構

が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
部
の
҆
全
保
ো
や
地
域

ட
ং
に
影
響
を
༩
え
、
か
つ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
動

が
大
国
ؒ
関
係
や
国
際
ட
ং
に
も
影
響
を
ٴ
΅
し
か
ね
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

Ռ
た
し
て
日
本
は
、
政
治
的
・
経
済
的
な
不
҆
定
さ
を
内
แ
し
つ
つ
も
ٸ
成
長
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
現
状
を
、
ਖ਼
確
に
ೝ
識
で
き
て
い

る
の
か
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
日
本
に
と
っ
て
ઓ
ޙ
ഛ
ঈ
や
経
済
技
術
援
ॿ
の
発

と
な
っ
た
地
域
で
あ
り
、
日
本
企
業
の
進
出
も
活
発
に

行
わ
れ
て
き
た
、い
わ
ば
「
چ

の

」
と
も
い
え
る
ଘ
ࡏ
だ
。
ަ
ྲྀ
の

ੵ
が
あ
る
が
ނ
に
、日
本
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
「
Ｏ
̙
Ａ
ớ
政

府
開
発
援
ॿ
Ờ
の
対

先
」「
大
国
に
ほ

Μ

࿔Ζ
う

さ
れ
る
国
ʑ
」
と
い
う
چ
དྷ
的
な
観
点
か
ら
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

༑
好
協
力
ޒ
〇
प
年
を
ܴ
え
、
こ
の
先
の
ަ
ྲྀ
थ
立
一
〇
〇
年
を
見
ਾ
え
る
い
ま
こ
そ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
、
課
題
解
決
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
不
Մ
ܽ
な
ଘ
ࡏ
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
日
本
の
ೝ
識
を
ม
え
る
好
機
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
٬
観
的
に

握
し
、
ҙ
識
や

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
新
た
な
ܗ
に
ม
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
際
社
会
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
地
Ґ

্
、
世
ք
の
課
題
解
決
へ
の
ߩ

ݙ
、
ͻ
い
て
は
日
本
経
済
の
࠶
ු
্
を
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
ڞ
に
成
し

げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
߸
で
は
、
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
を
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
Ҡ
行
さ
ͤ
る
た
め
、
ࠓ
ޙ
の
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
あ
り
方
、
新
た
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
に

け
た
課
題
の
解
決
で
、
日
本
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
ޒ
人
の
識
者
に

っ
た
。

イ
ン
ド
太
平
洋
を
含
め
た
信
頼
醸
成
の
形
成

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
๊
え
る
課
題
は
、
も
は
や
ط
ଘ
の
支
援
体
੍
で
は
対
ॲ
し
き
れ
な
͘
な
っ
て
い
る
。
ࠓ
ޙ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
構
築
を
い
か
に
ਤ
る
べ
き
か
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
日
本
政
府
代
表
部
の
紀
୩
ণ

大
使
は
、
地
政
学
的
要
ি
か
つ
重

的
な
地
域
協
力
の
ハ
ブ
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
課
題

は
、
地
域
の
平
和
と
҆
定
を
い
か
に
ҡ
持
す
る
か
だ
と
指
摘
す
る
。
国
際
ட
ং
の
ม
動
に
対
し
大
国
と
の
対
話
を
も
っ
て
対
ॲ
す
る
た
め

に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
ଧ
ち
出
し
た
「
イ
ン
ド
太
平
洋
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ア

ト
ル
ッ
ク
ớ
Ａ
Ｏ
Ｉ
̥
Ờ」
へ
の
支
援
を
࣠
に
、
日
本
と

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
「
ਅ
に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
Ґ
ஔ

け
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
信
頼
関
係
や
解
決
策
を
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
、
さ
ら
に
世
ք
へ

げ
ら
れ
る
う
え
、
政
治
や
҆
全
保
ো
面
で
信
頼
の
ৢ
成
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

ٸ
成
長
を
続
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
で
、
日
本
は
他
国
の
進
出
に
ൺ
し
て
ޙ
れ
を
と
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
「
二
一
世
紀
の
パ
ー
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KEY
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日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
携
、
技
術
力
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、Look Southeast

て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
人
権
問
題
を
避
け
て
き
た
日
本
が
、
現
実
的
な
解
決
策
を
提
供
で
き
る
好
機
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
日
本
政
府
・

企
業
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
政
府
・
企
業
と
と
も
に
人
権
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
、
日
本
企
業
を
も
利
す
る
こ
と
に
な
る
と
主
張

す
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
学
ぶ
姿
勢
で
、
大
西
洋
と
イ
ン
ド
太
平
洋
の
橋
渡
し
を

識
者
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
は
課
題
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
か
し
、
い

ず
れ
の
課
題
で
あ
っ
て
も
、
カ
ギ
を
握
る
の
は
い
ま
だ
に
日
本
の
技
術
力
だ
。「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
を
経
て
一
部
に
翳か

げ

り
も
見
え
る
日

本
の
技
術
力
だ
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
続
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
熱
量
に
学
ぶ
姿
勢
を
持
ち
、
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
技
術
開

発
に
磨
き
を
か
け
、
政
治
・
経
済
面
で
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
約
四
〇
年
前
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
提

言
し
た
「Look East

」
は
、
時
を
経
て
、
日
本
が
「Look Southeast

」
と
い
う
べ
き
時
代
に
な
っ
た
。
日
本
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、

Ｇ
７
が
代
表
す
る
「
大
西
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
核
と
す
る
「
イ
ン
ド
太
平
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
の
橋
渡
し
役
に
な
る

こ
と
で
は
な
い
か
。

東
和
浩
（
ひ
が
し
・
か
ず
ひ
ろ
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
取
締
役
会
長
兼

代
表
取
締
役
社
長
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
六
月
よ
り
現
職
。

ト
ナ
ー
」
に
な
れ
る
よ
う
、
両
者
が
対
等
な
関
係
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
の
は
、
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
事
務
総
長
の
渡
辺
哲
也
氏
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
日
本
は
い
ま
も
信
頼
で
き
る
国
で
あ
る
が
、
投
資
の
主
力
で
あ
る

「
二
一
世
紀
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
が
米
・
中
と
な
っ
た
い
ま
、
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関
係
を
「
二
一
世
紀
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
に
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
活
力
と
日
本
の
経
験
が
補
完
で
き
る
関
係
構
築
の
ほ
か
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

脱
炭
素
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
人
権
の
三
分
野
で
連
携
す
る

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
れ
は
、
日
本

―
特
に
企
業

―
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
課
題
解
決
に
、
対
等
な
立
場
で
協
力
す

る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、「
脱
炭
素
」
の
分
野
で
は
日
本
の
技
術
力
へ
の
期
待
が
大
き
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、
一
部

の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
勢
い
が
顕
著
だ
。
他
方
、
人
権
問
題
へ
の
懸
念
が
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
対
し
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
か
。
各
分
野
の
専
門
家
に
聞
い
た
。

国
際
環
境
経
済
研
究
所
理
事
・
主
席
研
究
員
の
竹
内
純
子
氏
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
特
有
の
地
理
的
環
境
や
開
発
状
況
に
基
づ
い
た
日
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
型
の
脱
炭
素
政
策
の
推
進
が
重
要
で
あ
る
。
日
本
が
先
導
す
る
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
っ
た
脱
炭
素
の
火
力
発
電
で
は
日

本
の
技
術
力
が
期
待
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
管
理
や
資
源
確
保
を
ア
ジ
ア
域
内
全
体
で
捉
え
る
こ
と
が
必
要
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
経
済
成
長
や
人
口
増
大
を
背
景
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
投
資
を
集
め
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ブ
と
し
て
の
側

面
も
持
つ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
携
わ
る
町
井
健
太
郎
氏
は
、
秀
で
た
技
術
を
持
つ
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
が
不
足
す

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
現
地
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
日
本
企
業
と
の
連
携
に
期
待
す
る
声
も
多
い
と
述
べ
る
。

他
方
、
現
地
に
進
出
す
る
日
本
企
業
に
対
し
、
企
業
活
動
に
よ
る
人
権
へ
の
影
響
を
特
定
す
べ
き
と
す
る
の
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」

の
分
野
で
提
言
を
行
う
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
山
田
美
和
氏
だ
。「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
の
観
点
が
各
国
に
浸
透
し
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が

共
通
し
て
直
面
し
て
い
る

課
題
は
何
か
。

こ
れ
か
ら
の
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。

日・ASEANのパートナーシップで
世界の課題解決を

ASEAN日本政府代表部 大使紀谷昌彦

Πϯυଠฏ༸Ҭͷฏͱ҆ఆɺ"0*1ɺਅにରͳύʔτφʔ

「ビジネスと人権」のアプローチで、
人権課題の改善に協力を

日本貿易振興機構アジア経済研究所新領域研究センター
上席主任調査研究員山田美和

ਓݖ՝ͷվળɺۀاͷɺ࣮ݱతͳղܾࡦ

脱炭素とデジタル経済で協力、
若い世代のネットワーク作りを

東アジア・アセアン経済研究センター 事務総長渡辺哲也

ೋҰੈلͷύʔτφʔɺຊͷٕज़ɾݧܦɺੈ࣍Ϧʔμʔͷҭ

アジアのマーケット全体を視野にいれた、
脱炭素政策を進める

NPO法人国際環境経済研究所 理事・主席研究員竹内純子

ݙߩɺຊͷٕज़ͰࡦͷૉܕมಈɺΞδΞީؾ

東アジア・アセアン経済研究センター スタートアップ・
エコシステム担当マネージャー（日本貿易振興機構から出向）町井健太郎

成長するインドネシアのスタートアップと
日本企業の連携の可能性

ελʔτΞοϓོɺσΟʔϓςοΫɺຊۀاͷ࿈ܞ

インタビュー実施：2024 年 6 月～ 7 月
聞き手：鈴木日菜子（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
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識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
Ͱ

ੈ
ք
の
課
題
ղ
ܾ
Λ

シ
ア
に
よ
る

ク
ϥ
イ
ナ
৵
ུ
や
中
東
で
の
ۓ
張
の
ߴ
ま
り
な
ど
、
๏
の
支

に
基
づ
͘
ࣗ
༝
で
開

か
れ
た
国
際
ட
ং
は
重
大
な

ઓ
を
ड
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
ม
動
期
に
あ
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、

日
本
に
と
っ
て
三
つ
の
ҙ
ٛ
を
持
つ
。
ま
ず
、
こ
の
地
域
が
イ
ン
ド
太
平
洋
の
地
政
学
的
要
ি
で
あ
り
、
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
ม
ߋ
の
ࢼ
み
を

ࢭ
す
る
্
で
一

重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
次
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
地
域
は
日
本
の


業
の
ڌ
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
ք
の
成
長
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
ࢼ
す
֨
好
の
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
日
本
を
ؚ
む
域
内
ॾ
国
が
ܗ
成
す
る
重

的
な
地
域
協

力
の
中
࣠
ớ
ハ
ブ
Ờ
の
役
割
を
୲
っ
て
い
る
こ
と
だ
ớ

Ờ。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
は
、
ݫ
し
い
地
政
学
的
状
況
の
Լ
で
、
地
域
の
平
和
と
҆
定
を
い

か
に
ҡ
持
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
二
〇
一

年
に
「
イ
ン
ド
太
平
洋
に
関
す
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ア

ト
ル
ッ
ク
ớ
Ａ
Ｏ
Ｉ
̥
Ờ」
を
首

レ
ベ
ル
で
表
໌
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
中
৺
ੑ
を
ܝ
げ
つ
つ
、

開
์
ੑ
、
透
໌
ੑ
、
แ
ઁ
ੑ
、
ル
ー
ル
に
基
づ
͘

組
み
、
国
際
๏
の
ଚ
重
な
ど
の
ݪ
ଇ
の
も
と
で
、
ւ
洋

協
力
、
連
݁
ੑ
、
Ｓ
̙
Ｇ
͂
、
経
済
な
ど
の
協
力
を
推
進
す
る
方

を
ଧ
ち
出
し
た
。
日
本
は
こ
の
方

へ

の
支
持
を
࠷
ॳ
に
首

声
໌
で
表
໌
し
、
ҹ
・
߽
・
米
・
ؖ
・
Ｎ
̯
な
ど
各
国
が
続
い
た
。
中
国
も
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ࠜ
ؾ
強
い
ಇ
き
ֻ
け
に
よ
り
支
持
を
表
໌
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
主
導
の

組
み
を
強
Խ
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
平
和
と
҆
定
に
と
っ
て
重
要
だ
。

日
本
は
、
چ
དྷ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
૾
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
デ
ジ
タ
ル
Խ
も

ٸ

に
進
み
、
多
༷
ੑ
の
ଚ
重
や
多
จ
Խ
の
ڞ
生
な
ど
日
本
よ
り
先
行
し
て
い
る
面
も
多
い
。
か
つ
て
は
日

本
の
方
が
経
済
的
に
๛
か
で
、「
支
援
す
る
側
・
さ
れ
る
側
」
と
い
う
関
係
だ
っ
た
が
、
ۙ
年
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
経
済
発
ల
が

֮
ま
し
͘
、
関
係
は
大
き
͘
ม
わ
っ
た
。
ࠓ
や
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
地
域
と
世

ք
の
経
済
・
社
会
課
題
の
解
決
に
ڞ
に
取
り
組
む
「
ਅ
に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
あ
る
。

Ａ
Ｏ
Ｉ
̥
の
ߟ
え
方
は
、
二
〇
一
六
年
に
日
本
が
ଧ
ち
出
し
た
「
ࣗ
༝
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
ớ
̛

Ｏ
Ｉ
̥
Ờ」
と
本
࣭
的
な
ݪ
ଇ
を
ڞ
有
し
て
い
る
。
信
頼
と
ڞ

を
基
ૅ
と
す
る
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
協
力
は
、

両
者
の
中
で
ด
͡
る
の
で
は
な
͘
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
信
頼
関
係
や
解
決
策
を
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
、

さ
ら
に
世
ք
へ
と

げ
て
い
け
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
持
て
る
力
を
世
ք
の
課
題
解
決
に
活
༻
す
る
と
と
も
に
、

政
治
や
҆
全
保
ো
面
で
の
信
頼
ৢ
成
に
も
つ
な
げ
て
い
͘
た
め
に
、
日
本
が
Ռ
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。

֎
ަ

。
東
ژ
大
学
๏
学
部
ଔ
業
ޙ
、
一

ീ
ࣣ
年
֎
務
ল
ೖ
ল
。
֎
務
本
ল
、
ࡏ
ナ
イ
ジ
ỻ
リ
ア
、
米
国
、
バ
ン
グ
ϥ
デ
シ
ỿ
、
ベ
ル

ギ
ー
の
各
日
本
大
使
ؗ
で
ۈ
務
し
、

Ӵ
ল
に
二
ճ
出

。
ற
ೆ
ス
ー
ダ
ン
大
使
、
֎
務
ল
中
東
ア
ϑ
リ
カ
ہ
ア
ϑ
リ
カ
部
兼
国
際
協
力

ہ
ࢀ
事

、
ࡏ
シ
ド
ニ
ー
総
ྖ
事
等
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
よ
り
現
職
。
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
༑
好
協
力
ޒ
〇
प
年
関
連
事
業
等
を
୲

。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
日
本
政
府
代
表
部
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
お
よ
ͼ
パ
ー
ト
ナ
ー
国
・
機
関
と
の
֎
ަ
ڌ
点
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
本
部
・
事

務
ہ
の
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
Ỿ
カ
ル
タ
に
所
ࡏ
。

紀
୩
ণ

ớ
き
や
・
ま
さ
ͻ
こ
Ờ

ớ

Ờ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ʴ
̏
ớ
日
中
ؖ
Ờ、
地
域
的
な
แ
ׅ
的
経
済
連
携
ớ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
̥
Ờ
協
定
、
東
ア
ジ
ア
首

会
ٞ
ớ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ờ、

֦
大
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国

相
会
ٞ
ớ
Ａ
̙
̢
̢
プ
ϥ
ス
Ờ、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
ϑ
Ỽ
ー
ϥ
Ϝ
ớ
Ａ
Ｒ
̛
Ờ
等
。
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
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ૉ
と
σ
δ
λ
ϧ
ܦ
ࡁ
Ͱ
ڠ
ྗ
ỏ

ए
い
ੈ

の
ω
ッ
ト
ϫ
ー
Ϋ
࡞
Γ
Λ


ล



東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済

研
究
セ
ン
タ
ー

事
務
総
長

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
世
ք
の
経
済
成
長
を
け
Μ
Ҿ
し
、
ए
い
人
口
構
成
、
ຄ
興
す
る
中
ؒ

に
支
え
ら
れ
、

ຖ
年
ޒ
Ỗ
六
ˋ
で
成
長
し
て
い
る
。
米
中
対
立
の
中
、
こ
れ
ま
で
中
国
に

か
っ
て
い
た

導
体
・

デ
ジ
タ
ル
分
野
・
Τ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
は
東
ೆ
ア
ジ
ア
に
シ
ϑ
ト
し
、
地
政
学
的
に
も
重
要
な
地
域
に
な

っ
た
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
政
府
開
発
援
ॿ
ớ
Ｏ
̙
Ａ
Ờ
や


業
の
投
資
・
貿
易
を
௨
͡
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

発
ల
に
ߩ
ݙ
し
て
き
た
が
、
ࠓ
で
は
米
・
中
・
ҹ
・
Ԥ
・
ӳ
・
߽
な
ど
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
関
係
強
Խ
に


り
出
し
、
ڝ
૪
は
ܹ
Խ
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
人
ʑ
の
ҙ
識
ௐ
ࠪ
で
は
、
日
本
は
Ҿ
き
続
き
信
頼
で
き

る
が
「
二
〇
世
紀
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
見
ら
れ
て
い
る
。「
二
一
世
紀
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
は
中
国
と
米
国
だ
。

日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
「
二
一
世
紀
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
両

者
が
対
等
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を
ೝ
識
し
、
こ
れ
ま
で
の
ޒ
〇
年
ؒ
の
༑
好
協
力
で
ഓ
っ
て
き
た
信
頼
を
ベ

ー
ス
に
ڞ
に
課
題
解
決
ớCo-Creation
Ờ
に
取
り
組
み
、
か
つ
、
ਝ

に
実
行
し
て
い
͘
必
要
が
あ
る
。

۩
体
的
に
は
、
経
済
成
長
の
ૅ
と
な
る
「
脱
炭
素
の
推
進
」
と
「
セ
Ω
ỿ
ア
な
デ
ー
タ
経
済
の
構
築
」
と

い
う
二
つ
の
課
題
に
、
日
本
の
持
つ
技
術
・
経
験
を
生
か
し
て

ຽ
で
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
脱
炭
素

A分
野
で
は
、
カ
ー
Ϙ
ン
取
Ҿ
੍

の
構
築
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
グ
リ
ッ
ド
構
築
、
グ
リ
ー
ン
・
ϑ
Ỹ
イ
ナ
ン

ス
の

組
み
࡞
り
、
Τ
ネ
ル
ギ
ー
・
࢈
業
・
ަ
௨
で
の
脱
炭
素
Խ
な
ど
、
こ
の
地
域
の
Τ
ネ
ル
ギ
ー
స

の

推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
ҙ
ຯ
で
、
日
本
が
提
এ
し
た
Ａ
̯
Ｅ
Ｃ
ớAsia Zero Em

ission Com
m

unity

Ờ

構

に
は
大
き
な
期
待
が
د
ͤ
ら
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
は
、
Ａ
Ｉ
な
ど
࠷
新
技
術
を
活
༻
し
た
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
ଅ
進
と
、
セ
Ω
ỿ
リ
テ
ィ
ー
や
プ
ϥ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
ル
ー
ル

࡞
り
に
協
ಇ
す
る
。
日
本
が
提
এ
し
た
̙
̛
̛
̩
ớData Free Flow with Trust

Ờ
は
大
き
な
指

に
な
る
。

一
方
、
脱
炭
素
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
実

に
は
相

の
ί
ス
ト
が
か
か
る
。
資
ۚ
ௐ
ୡ
を
ຽ
ؒ
ۚ
༥
機
関

の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
み
に
頼
る
の
で
は
な
͘
、
ຽ
ؒ
投
資
の
ݺ
ͼ
水
と
な
る
よ
う
に
ެ
的
༥
資
を
活
༻
す
る

ほ
か
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
ஷ

を
投
資
に
活
༻
す
る

組
み
を
ڞ
に
࡞
っ
て
い
͘
こ
と
が
重
要
だ
。

ઓ
ޙ
の
日
本
が
築
い
て
き
た
成
ख़
社
会
や
੍

࡞
り
の

ܙ
は
、
ࠓ
ޙ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
発
ల
に
と

っ
て
有
༻
な

見
だ
。
৳
ͼ
Ώ
͘
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
活
力
と
日
本
の
成
ख़
社
会
の
経
験
が
補
完
で
き
る
よ
う
な

関
係
を
࡞
っ
て
い
͘
。
ۙ
年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ए
者
の
ཹ
学
先
と
し
て
Ԥ
米
ॾ
国
が
બ
ば
れ
、
日
本
と
ަ
ྲྀ

の
あ
る
人
ࡐ
が
ݮ
গ
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
つ
な
͙
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
も
ٸ
務
だ
。

こ
れ
ま
で
ഓ
っ
て
き
た
信
頼
の
ឺ
を
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
͘
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一

ീ
ࣣ
年
東
ژ
大
学
๏
学
部
ଔ
業
ޙ
、
௨

࢈
業
ল
ớ
現
・
経
済
࢈
業
ল
Ờ
ೖ
ল
。
経
済
࢈
業
ল
௨

機
構
部
長
、
内
ֳ


̩
̥
̥

政
府
対
策
本
部
ࢀ
事

等
と
し
て
、
̩
̥
̥
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
̥
、
日
米
貿
易
協
定
、
日
ӳ
แ
ׅ
的
経
済
連
携
、
̬
̩
Ｏ
վ
ֵ
等
௨

政
策
の
立

Ҋ
や
௨

ަ
ব
に
携
わ
る
。
経
済
࢈
業
研
究
所
ớ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
̩
Ｉ
Ờ
෭
所
長
、
経
済
࢈
業
大
ਉ
特
ผ
ސ
問
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
ࣣ
月
よ
り

現
職
。
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
౷
合
に

け
た
研
究
活
動
や
政
策
提
言
の
実
ࢪ
を

的
に
、

東
ア
ジ
ア
地
域
一
六
カ
国
の
首

の
合
ҙ
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
ീ
年
に
ジ
Ỿ
カ
ル
タ
で
ઃ
立
さ
れ
た
国
際
機
関
。

渡
辺
哲
也
ớ
わ
た
な
べ
・
て
つ
や
Ờ

白石隆〔2000〕

海の帝国
アジアをどう考えるか
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
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Ξ
δ
Ξ
の
Ϛ
ー
έ
ッ
ト
શ
ମ
Λ
ࢹ

ʹ
い
れ
ͨ
ỏ



ૉ

ࡦ
Λ
ਐ
Ί
る



७
ࢠ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

国
際
環
境
経
済
研
究
所

理
事
・
主
席
研
究
員

ީ
ม
動
問
題
は
地
ٿ
ن

の
課
題
で
あ
る
。
࠶
生
Մ

Τ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
電
源
と
す
る
対
Ԡ
策
は
Ԥ

भ
が
リ
ー
ド
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
に
と
っ
て
の
解
決
策
と
は
い
え
な
い
。

Ԥ
भ
は
࠶
Τ
ネ
に
ద
し
た

地
や
ؾ


݅
、
ࣗ
વ
資
源
に
ܙ
ま
れ
て
い
る
্
、
ૹ
電
ઢ
や
ガ
ス
の
パ
イ
プ

ϥ
イ
ン
等
で
域
内
が
つ
な
が
れ
、
Τ
ネ
ル
ギ
ー
を
༥
௨
す
る

組
み
も
構
築
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
ア
ジ
ア

は
、
࠶
Τ
ネ
に
活
༻
し
う
る

地
が
ݶ
ら
れ
、
モ
ン
ス
ー
ン
ؾ
ީ
で
日
র
や
෩
況
が
҆
定
ͤ
ず
、
他
国
と
連

携
す
る
イ
ン
ϑ
ϥ
も

し
い
。
Ԥ
भ
と
ಉ
༷
の
ઓ
ུ
で
対
ॲ
す
る
こ
と
は
ۃ
め
て

し
͘
、
ア
ジ
ア
型
で
脱

炭
素
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
Մ
ܽ
だ
。

例
え
ば
ੴ
炭
火
力
発
電
は
、
Ԥ
भ
で
は
す
で
に

ٺ
Խ
し
ݮ
Ձ
ঈ
٫
を
ऴ
え
た
も
の
が
多
い
が
、
ア
ジ
ア

で
は
新
ઃ
し
た
ば
か
り
の
ࢪ
ઃ
が
多
͘
、
҆
定
的
な
電
力
供
څ
の
た
め
に
も
、
す
͙
に
ഇ
ࢭ
す
る
の
は

し

い
。
日
本
が
先

を
い
͘
、
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
っ
た
火
力
発
電
の

炭
素
Խ
、
脱
炭
素
Խ
は
、
ア
ジ

ア
に
ߩ
ݙ
で
き
る
技
術
開
発
だ
。
課
題
は
ί
ス
ト
の

ݮ
だ
が
、
Ԥ
भ
の
「
࠶
Τ
ネ
一
ਆ
ڭ
」
へ
の
対
߅
࣠

と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
人
ʑ
も
日
本
が
提
Ҋ
す
る
火
力
発
電
の
脱
炭
素
Խ
に
ߴ
い
期
待
を
د
ͤ
て
い
る
。

ؾ
ީ
ม
動
対
策
の
実
ޮ
ੑ
を
ߴ
め
る
্
で
も
、
ア
ジ
ア
全
体
で
の
対
ॲ
が
必
要
だ
。
日
本
の
排
出
量
は
世

ք
全
体
の
三
ˋ
ఔ

だ
が
、
ア
ジ
ア
の
排
出
量
は
世
ք
の
約
六
割
を

め
る
。
ݶ
ք

ݮ
අ
༻
の
҆
Ձ
な
対

策
が
多
͘

る
国
で
Ｃ
Ｏ
２

ݮ
を
進
め
る
ほ
う
が
ޮ

が
ྑ
い
。
日
本
が
提
এ
し
た
二
国
ؒ
ク
レ
ジ
ッ
ト

は
、
੍

ઃ
ܭ
が
保
क
的
に
な
り
す
͗
て
い
る
き
ら
い
も
あ
る
が
、
国
際
ަ
ব
は

ؒ
づ
͘
り
が
重
要
だ
。

ア
ジ
ア
の
パ
ー
ト
ナ
ー
国
も
多
͘
、
そ
の
点
で
も
ҙ
ٛ
は
大
き
い
。

ੴ
炭
を

ݮ
し
て
い
͘
の
に

っ
て
、̡
Ｎ
Ｇ
ớ
ӷ
Խ
ఱ
વ
ガ
ス
Ờ
の
役
割
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
る
が
、

҆
定
的
な
ௐ
ୡ
を
一
国
だ
け
で
確
保
す
る
こ
と
に
は
ݶ
ք
が
あ
る
。
カ
ー
Ϙ
ン
・
ニ
ỿ
ー
ト
ϥ
ル
を
ܝ
げ
た

以
্
、
長
期
的
に
は
̡
Ｎ
Ｇ
も
θ
ϩ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
Ҡ
行
期
ؒ
で
は
҆
定
的
に
確
保
ͤ
ね
ば

な
ら
な
い
。
域
内
で
༥
௨
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
長
期
ܖ
約
を
締
݁
し
や
す
͘
な
る
。
̡
Ｎ
Ｇ
の
ܖ
約
に

は
༌
ೖ
国
が
స
ച
す
る
こ
と
を
ې
͡
る
「


地

߲
」
が
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
日
本
の
̡
Ｎ
Ｇ
ফ
අ
量

が
ݮ
গ
し
た
場
合
に
は
、
ア
ジ
ア
ࢢ
場
な
ど
で
స
ച
で
き
る
よ
う
࢈
ガ
ス
国
に
ಇ
き
か
け
、
長
期
ܖ
約
に
対

す
る
᪳

ち
ỵ
う

ち
Ỷ

を
ݮ
ら
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
洋
্
෩
力
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
連
携
の
༨
地
は
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
と
い
う
マ
ー
έ
ッ
ト
全
体
を
ࢹ
野
に
日
本
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
連
携
を
ਂ
め
て
い

͘
こ
と
で
、
Ԥ
भ
型
と
は
異
な
る
「
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
型
の
脱
炭
素
政
策
」
を
実
現
で
き
る
。
カ
ー
Ϙ
ン
・

ニ
ỿ
ー
ト
ϥ
ル
を

指
す
ಓ
ے
は
多
༷
で
あ
り
、
地
域
͝
と
に
୳
求
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

気

竹内純子〔2022〕

電力崩壊
戦略なき国家のエネルギー敗戦

日経 BP

専
門
は
Τ
ネ
ル
ギ
ー
・
Թ
ஆ
Խ
政
策
。
二
〇
二
二
年
東
ژ
大
学
大
学
Ӄ

学
ܥ
研
究
Պ
に
て
ത
࢜
ớ

学
Ờ。
一


四
年
東
ژ
電
力
ೖ
社
。

ඌ

の
ࣗ
વ
保
ޢ
や
地
ٿ
Թ
ஆ
Խ
な
ど
、
主
に
環
境
部
門
を
経
験
し
、
二
〇
一
二
年
に
現
職
。
地
ٿ
Թ
ஆ
Խ
の
国
際
ަ
ব
や
環
境
・
Τ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
へ
の
提
言
活
動
等
に
関
༩
し
、
国
連
の
ؾ
ީ
ม
動

組

約
ớ
Ｃ
Ｏ
̥
Ờ
ަ
ব
に
も
ࢀ
加
。
̪
̏
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ζ
合
ಉ

会
社
ڞ
ಉ
代
表
、
東

大
学
特

ڭ
त
。
著
ॻ
に
ứ
ݪ
発
は
ἔ
҆
全
ἕ
か
―
た
っ
た
一
人
の

ౡ
事
ނ
ใ
ࠂ
ॻ
Ừớ
খ
学
ؗ
Ờ
な
ど
。

竹
内
純
子
ớ
た
け
う
ち
・
す
み
こ
Ờ
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊



͢
る
Π
ϯ
υ
ω
シ
Ξ
の
ε
λ
ー
ト
Ξ
ッ
プ
と

日
本
ا
ۀ
の
࿈
ܞ
の
Մ

ੑ

ொ
Ҫ
݈
ଠ


東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
日
本
貿
易
振
興
機
構
か
ら
出
向
）

動
ं
や
バ
イ
ク
の
ϥ
イ
ド
シ
ỻ
ア
は
も
ち
Ζ
Μ
、
一
ޒ
分
以
内
に
ಧ
͘
ྫྷ
ଂ
・
ྫྷ
ౚ
৯

や
生
活
ࡶ

՟
の
デ
リ
バ
リ
ー
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
Φ
ン
ϥ
イ
ン

ྍ
、
ホ
テ
ル
や
ϑ
ϥ
イ
ト
の
ཱྀ
行
ख

な
ど
、

ࢲ
の
ற
ࡏ
す
る
ジ
Ỿ
カ
ル
タ
で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
生
活
に
ࠜ
͟
し
て
い
る
こ
と
を
実
ײ
す
る
。

国
内
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
重
要
政
策
の
一
つ
で
、「
一
〇
〇
〇
社
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
」
な
ど
ෳ

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
政
府
の
支
援
や
ߴ
い
経
済
成
長
、
人
口
二
・
ࣣ
ԯ

人
と
い
う
ڊ
大
な
ࢢ
場
ن

を
背
景
に
、
こ
れ
ま
で
一
ޒ
社
の
Ϣ
ニ
ί
ー
ン
ớ
ධ
Ձ
ֹ
一
〇
ԯ
ド
ル
以
্
Ờ

が

生
し
た
。
例
え
ば
、
Τ
ビ
ཆ
৩
の
ඇ
ޮ

な
生
࢈
ա
ఔ
、

ྲྀ
構

、
ۚ
༥
α
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

の

し
さ
と
い
っ
た
社
会
課
題
に
、
ι
リ
ỿ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
多
い
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ॾ
国
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
投
資
は
ա
ڈ
二
年
ほ
ど
ݮ



に
あ
る
も
の
の
、
二
〇
二
三
年

に
は
ീ
三
ԯ
米
ド
ル
に
ٴ
ぶ
。
う
ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
͙
一
三
ԯ
米
ド
ル
の
投
資
ֹ

だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
投
資
を
支
え
て
い
る
の
は
、
日
本
を
ؚ
む
ॾ
֎
国
の
投
資
家
や
国
内
の
ಠ
立
ܥ
ベ
ン

ν
Ỿ
ー
Ω
Ỿ
ϐ
タ
ル
ớ
̫
Ｃ
Ờ
の
ほ
か
、
ࡒ
ൊ
ܥ
や
国
Ӧ
企
業
の
ί
ー
ポ
レ
ー
ト
̫
Ｃ
ớ
Ｃ
̫
Ｃ
Ờ
だ
。
ࡒ

自ൊ
ܥ
Ｃ
̫
Ｃ
の
ト
ッ
プ
は
、
主
に
ࡒ
ൊ
の

業
三
代

で
、
国
際
ײ
֮
が
๛
か
な
三
〇
Ỗ
四
〇
ࡀ

で
あ
り
、

投
資
へ
の
ϑ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
ܰ
い
。
ま
た
、多
͘
の
ࡒ
ൊ
ܥ
Ｃ
̫
Ｃ
が
ࡒ
ൊ
本
業
と
の
シ
ナ
ジ
ー
よ
り
も「
リ

タ
ー
ン
重
ࢹ
」
に
ప
し
て
い
る
。
中
に
は
、
本
業
へ
の
シ
ナ
ジ
ー
を
ૂ
っ
た
投
資
は
全
体
の
一
割
だ
と
す
る

ࡒ
ൊ
ܥ
Ｃ
̫
Ｃ
す
ら
あ
る
。
関
連
業
छ
へ
の
投
資
で
シ
ナ
ジ
ー
を
ૂ
う
日
本
の
Ｃ
̫
Ｃ
と
の
大
き
な
ҧ
い
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
課
題
は
、
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
マ
ー
έ
ッ
ト
の
ະ
成
ख़
や
、
秀
で
た
技

術
を
持
っ
た
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
企
業
の
不
足
だ
。
日
本
企
業
と
の
連
携
へ
の
期
待
の
声
も
多
͘
聞
か
れ
る
。

࠷
ۙ
は
、
脱
炭
素
や
α
ス
テ
ナ
ブ
ル
関
連
の
取
り
組
み
へ
の
関
৺
が
ߴ
͘
、
ま
た
、
ԕ
ִ
地
や
ए
年

な
ど

の
ະ
開

ࢢ
場
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
連
携
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
二
〇
二
三
年

に
ઃ
立
さ
れ
た
「
Ｅ
―

̙
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ớERIA Digital Innovation and Sustainable Econom

y Centre

Ờ」
は
、

デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ଅ
進
や
、

識
・

見
の
ڞ
有
、
人
ࡐ
育
成
を
ϛ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
ى
業
家
や
、
連
携
を
ر

す
る
̫
Ｃ
・
大
企
業
を
対

に
、
マ
ッ
ν
ン
グ
機
会
や

見
ڞ

有
の
ଅ
進
を
は
か
る
ϝ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
プ
ϩ
グ
ϥ
Ϝ
の
提
供
を
開
࢝
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
を
ස
ൟ
に
開
࠵
し
て
お
り
、
日
本
企
業
の
օ
さ
ま
に
も
ͥ
ͻ
͝
活
༻
い
た
だ
き
た
い
。

二
〇
一
三
年
日
本
貿
易
振
興
機
構
ớ
̟
Ｅ
̩
Ｒ
Ｏ
Ờ
ೖ
構
。
企
ը
部
、
̟
Ｅ
̩
Ｒ
Ｏ
山
ܗ
、
経
済
࢈
業
ল
௨

政
策
ہ
経
済
連
携
課
へ
の

出

等
の
ޙ
、
̟
Ｅ
̩
Ｒ
Ｏ
ジ
Ỿ
カ
ル
タ
事
務
所
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
୲

。
二
〇
二
四
年
か
ら
は
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
ớ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ờ
へ
出

し
、
東
ೆ
ア
ジ
ア
全
体
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
Τ
ί
シ
ス
テ
Ϝ
へ
の
ߩ
ݙ
を

的
と
し
て
新
ઃ
さ
れ
た
Ｅ

―
̙
Ｉ
Ｓ
Ｃ
ớERIA Digital Innovation and Sustainable Econom

y Centre

Ờ
に
ࢀ
ը
。
̟
Ｅ
̩
Ｒ
Ｏ
ジ
Ỿ
カ
ル
タ
で
は
、
日
本
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ࡒ
ൊ
企
業
と
の
連
携
や
、
ࡒ
ൊ
ܥ
Ｃ
̫
Ｃ
の
日
本
ల
開
に
ߩ
ݙ
。

町
井
健
太
郎
ớ
ま
ち
い
・
け
Μ
た
Ζ
う
Ờ

中野貴司・鈴木淳〔2022〕

東南アジア スタートアップ大躍進の秘密
日経プレミアシリーズ
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 ủ
Ϗ
δ
ω
ε
と
ਓ
ݖ
Ứ
の
Ξ
プ
ϩ
ー
ν
Ͱ
ỏ

ਓ
ݖ
課
題
の
վ
ળ
ʹ
ڠ
ྗ
Λ

ࢁ
ా
ඒ


日
本
貿
易
振
興
機
構

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー

上
席
主
任
調
査
研
究
員

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ॾ
国
の
人
権
状
況
が
必
ず
し
も
๕
し
͘
な
い
こ
と
は
、
さ
ま
͟
ま
な
デ
ー
タ
や
指
ඪ
が
ࣔ

す
と
お
り
だ
。
࿑
ಇ
組
合
活
動
へ
の
ѹ
ഭ
、
言

・
ใ
ಓ
の

ѹ
、
人
権
༴
ޢ
活
動
者
へ
の

力
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
࿑
ಇ
๏
੍
や
社
会
੍

も
不
े
分
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
Ԥ
米
は
人
権
の

ී
ว
ੑ
を
ܝ
げ
、
人
権
৵

に
は
੍
ࡋ
を
Պ
す
と
い
っ
た
ア
プ
ϩ
ー
ν
を
取
っ
て
き
て
い
る
が
、
日
本
政
府

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
内
政
不
ׯ
ব
の
ݪ
ଇ
を
ࣗ
ら
の
ห
໌
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
人
権
問
題
を
֎
ަ
の
ٞ
題
に
し

て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
Ζ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の
分
野
で
日
本
の
関
༩
を
強
め
る
ώ
ン
ト
と
し
て


す
べ
き
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」

と
い
う
新
し
い
ア
プ
ϩ
ー
ν
だ
。
こ
れ
は
、二
〇
一
一
年
に
国
連
人
権
理
事
会
が
全
会
一
க
で
ঝ
ೝ
し
た
「
ビ

ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
ݪ
ଇ
」
で
ࣔ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
家
の
人
権
保
ޢ
ٛ
務
に
加
え
、
企
業

に
も
人
権
を
ଚ
重
す
る


が
あ
る
こ
と
を
ن
定
し
て
い
る
。
企
業
に
と
っ
て
は
、
人
権
が
保
ো
さ
れ
て
い

る
国
で
事
業
を
行
う
方
が
、
Φ
ϖ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
透
໌
ੑ
を
確
保
で
き
、
࿑
ಇ
者
や
ॅ
ຽ
と
の
ฆ
૪
も
ݮ
り
、

事
業
の
༧
見
Մ

ੑ
が
ߴ
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ॳ
、
指
導
ݪ
ଇ
に
ফ
ۃ
的
だ
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
も
、

ࠓ
で
は
、
֎
国
か
ら
の
投
資
を
ݺ
ͼ
ࠐ
む
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
行
動
ܭ
ը
を
策
定
す
る
な
ど
、

ੵ
ۃ
的
な
取
り
組
み
を
࢝
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
人
権
問
題
を
避
け
て
き
た
日
本
に
と

っ
て
好
機
と
ߟ
え
る
べ
き
だ
。
日
本
政
府
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
取
り
組
み
に
、
支
援
を
し
な
が
ら
協
力
す

る
こ
と
で
、
現
実
的
な
解
決
策
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
と
い
う
ϑ
レ
ー
Ϝ
ワ
ー
ク
の
Ձ

は
、
政
府
、
企
業
、
ࢢ
ຽ
社
会
組
৫
、
投
資
家

な
ど
さ
ま
͟
ま
な
立
場
の
人
ʑ
を
ಉ
͡
テ
ー
ブ
ル
に
ࡌ
ͤ
て
い
け
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本
企
業
は
、
ࣗ
社
の

ޏ
༻
者
や
地
域
ॅ
ຽ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
と
も
に
、事
業
の
実
ଶ
に
Ԋ
っ
た
ஸ
ೡ
な
対
話
を
行
い
、

あ
る
投
資
、



あ
る
企
業
活
動
を
௨
͡
て
、
人
権
ଚ
重
の
取
り
組
み
を
ਂ
Խ
さ
ͤ
て
い
͘
必
要
が
あ
る
。

企
業
が
特
定
す
べ
き
は
、
企
業
活
動
が
関
係
す
る
人
ʑ
の
権
利
に
ど
う
い
う
影
響
を
༩
え
て
い
る
か
で
あ

る
。
そ
れ
は「
人
権
デ
ỿ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ỻ
ン
ス
」の
実
ࢪ
を
企
業
に
強
੍
す
る
だ
け
で
は
分
か
る
は
ず
も
な
い
。

日
本
政
府
お
よ
ͼ
日
本
企
業
が
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
政
府
・
企
業
が
人
権
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
、
ಉ
地
域
に
進
出
す
る
日
本
企
業
を
も
利
す
る
」
と
い
う
ϩ
ジ
ッ
ク
で
各
国
政
府
や
企
業
な
ど
の
関
係

者
と

き
合
い
、
協
力
し
て
環
境
づ
͘
り
を
進
め
て
い
け
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
人
権
課
題
の
վ
ળ
、
解
決
に

݁
ͼ
つ
き
、
日
本
企
業
と
し
て
も
、
き
ち
Μ
と
人
権
ଚ
重
の


を
Ռ
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

専
門
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」。
๏

事
務
所
で
の
実
務
を
経
て
、
一


ീ
年
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
ೖ
所
。

二
〇
〇
ീ
―
二
〇
一
〇
年
タ
イ
の
タ
マ
α
ー
ト
大
学
٬
員
研
究
員
と
し
て
Ҡ
ຽ
࿑
ಇ
者
政
策
を
研
究
。
ؼ
国
ޙ
、
๏
・
੍

研
究
グ
ル
ー

プ
長
、
新
ྖ
域
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
経
て
、
こ
の
ࣣ
月
よ
り
現
職
。
二
〇
一
四
年
か
ら
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
に
つ
い
て
政
策
提
言
研
究

プ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
を
主
࠻
。
ެ
ӹ
社
ஂ
๏
人
二
〇
二
ޒ
年
日
本
国
際
ത
ཡ
会
協
会
で
は
、
持
続
Մ

ੑ
有
識
者
ҕ
員
会
ҕ
員
、
持
続
Մ

な

ௐ
ୡ
ワ
ー
Ω
ン
グ
グ
ル
ー
プ
ҕ
員
、
人
権
ワ
ー
Ω
ン
グ
グ
ル
ー
プ
ҕ
員
長
を
務
め
る
。

山
田
美
和
ớ
や
ま
だ
・
み
わ
Ờ

John Gerard Ruggie〔2013〕

JUST BUSINESS
Multinational Corporations and Human Rights

W.W.Norton&Company, New York/London

ジョン・ジェラルド・ラギー〔2014〕
『正しいビジネス―世界が取り組む「多国籍企業と人権」の課題』東澤靖 訳、岩波書店
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データで 見る パートナーシップへ
日・ASEAN、21世紀の

ຊͱ"4&"/ͷަྲྀද"4&"/ͷిݯผൃిྔʢ&MFDUSJDJUZ�HFOFSBUJPO�CZ�TPVSDFʣ

"4&"/ओཁ γΣΞʢ����ʣࠃͷ֤݅ࢿͱֹࢿͷ7$ࠃ͔�

出所）IEA Energy Statistics Data Browser（Dec 2023）より、NIRA作成

注）ベンチャーキャピタルによるエクイティ投資が対象。
出所）Deal Street Asia「Singapore Venture Funding Landscape 2023 Full Year Report」

出所）外務省パンフレット「日本とASEAN」（2023年 3月改定）等を参考に、NIRA作成

注）日・米・中は自国通貨建、ASEANは米ドル建。2023年GDPは予測値（ASEANは東ティモールを含む）、ただし中国は実績値。
出所）日・米・中：OECD　ASEAN：2022年までASEANstats、2023 年は Asian Development Outlook, April 2024

࣮࣭(%1

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

（GWh）

2
0
0
0

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

1967 年 バンコク宣言によりASEAN 設立（当初加盟国：タイ、インドネシア、シンガポール、フィ
リピン、マレーシア）

1973 年「日ASEAN合成ゴムフォーラム」開催（合成ゴムの貿易摩擦解消のため）。çɾ"4&"/
ͱͳるىͷؔ

1977 年 初の日ASEAN首脳会議が開催。福田赳夫総理（当時）が「福田ドクトリン」を表明。後の外
交原則に çຊࣄ܉େࠃにͳΒͣɺ"4&"/ͱʮ৺ͱ৺ͷ৮Ε͋͏ʯؔΛߏஙɺຊͱ
"4&"/ରͳύʔτφʔ

1997 年 ASEAN首脳会議で「ASEANビジョン 2020」を採決（域内協力の目標として、2020 年ま
での展望を示す）

1999 年 ASEAN加盟国が 10か国となる（ブルネイ、ベトナム、ミャンマー、ラオス、カンボジア）
2007 年 ASEAN首脳会議開催、ASEAN憲章（ASEAN共同体の基本法）に署名。同年発効
2008 年 日ASEAN包括的経済連携（AJCEP）発効
2009 年 ASEAN政府間人権委員会（AICHR）設立
2013 年「日ASEAN友好協力ビジョン・ステートメント」及び同実施計画、地域・地球規模課題に関

する共同声明を採択 ç"4&"/ͷҰମੑͱத৺ੑΛ࣋ࢧɻܙޓతͳแׅతઓུతύʔτφʔ
γοϓΛڧԽ

2017 年 ASEAN設立 50周年
2019 年 インド太平洋に関するASEANアウトルック（AOIP）を採択
2023 年 日本ASEAN友好協力 50周年。日本ASEAN友好協力 50周年特別首脳会議開催

「日ASEAN友好協力に関する共同ビジョン・ステートメント 2023」及び同実施計画を採択
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（%）

石油 石炭 天然ガス

水力 地熱 風力

バイオ燃料廃棄物

太陽光

インドネシア
15.9%

フィリピン
4.1%

シンガポール
63.7%

マレーシア
6.3%

タイ
3.4%

ベトナム
6.6%

タイ
1.6%

フィリピン
2.2%

マレーシア
1.3%

ベトナム
6.1%

インドネシア
15.4%

投資額
83.2 億米ドル

投資件数
820件

シンガポール
73.4%
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